
令和３年１０月号掲載 

男女共同参画社会をつくる 

～男女共同参画に関するＱ＆Ａ～ 

 

Ｑ８３   我が国で、新型コロナの感染が拡大した令和２（２０２０）年以降（以下、 

     「コロナ下」という。）男女共同参画に関する課題等を教えて下さい。 

 

Ａ８３   

  休業者数の推移 

      休業者数の推移を見ると、男女ともに、緊急事態宣言が発出された令和２

（２０２０）年４月に大幅に増加しており、男女で比較すると、女性は前年

同月差で２４９万人の増加、男性は１７１万人の増加と、女性の増加幅の方

が大きい。以降は、令和２（２０２０）年１０月までは減少し、その後は増

加傾向にあるが、令和３（２０２１）年 1 月以降の緊急事態宣言下において

も令和２（２０２０）年４月のような大幅な増加は見られない（I－特－５図）。 
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       男女別の完全失業者数の推移 

平成３１（２０１９）年 1 月以降の完全失業者数の推移を見ると、男女と

もに、緊急事態宣言が発出された令和２（２０２０）年４月以降、増加傾向

で推移している。女性は令和２（２０２０）年８月頃からおおむね横ばい圏

内で推移し、足下の令和３（２０２１）年３月は前の月と比べて減少、男性

は令和２（２０２０）年１０月まで増加した後、減少に転じているが、男女

ともに依然としてコロナ下以前の水準を上回っている（I－特－１１図）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         様々な困難を抱える女性 

       令和２（２０２０）年に実施された別の調査によると、女性の収入が１割

以上減った家庭では、５世帯に１世帯で食費の切詰めを行っており、１割弱

が公共料金等の滞納をしているとの結果も出ている（I－特－１９図）。 
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また、コロナ下では、経済的な理由で生理用品を購入できない女性や女の

子がいる「生理の貧困」が、注目されている。生理の貧困は、女性の健康の

観点に加えて、女性の女性としての尊厳の観点からも重要である。 

       このように、ひとり親世帯や若年女性、単身女性など、様々な困難を抱え

る女性に寄り添う、多様な支援の必要性が高まっている。 

 

 

資料出所 令和３年版 男女共同参画白書  

 


